
1年聞の活動をふりかえって

黒河宏企(花山星空ネットワ-?)

この 1年の聞に， NPO法人設立式典，会報出版，こども自然体験教室，

理数系教員研修会，月見の音楽会など，さまざまな新しい事業を皆さんの

ご協力のおかげで実施することができました。この記念すべき法人 1年目

の歴史を簡単に書き留めて，途中から入会された方々にお知らせするとと

もに，法人z年目の活動を皆さんと考えるための参考資料にしたいと思い
ます。

(1) 1月29日 特定非営利活動法人花山星空ネットワーク設立式典開催。

京大会館において，約 50人の会員の出席を得て，設立総会を開催しまし

た。定款や設立初年度及び翌年度の事業計画書と収支予算書の承認や，設

立当初の役員と設立代表者の選任などを行いましたロその後，尾池和夫京

大総長，岡原博明京都府教育長，門川|大作京都市教育長ら 6名の来賓の方々

のご祝辞を得て，設立式典と祝賀会を行いました。式典の詳細は「あすと

ろん」創刊号に載っています。

(2) 2月23日(金):京都府へ法人認可申請書類を提出。
法人認可申請に必要な書類を取り揃えて，府庁旧館内の京都府府民労働

部府民労働総務課NPO協働推進室へ提出しましたロ

(3) 3月10日(土):第1目指導員養成講座開催。

天体観望会や天体観測実習の際に，望遠鏡などを操作して観望・観測実

習を解説・指導する指導員を養成するための講座を開催しました。昼間は

太陽観測設備と歴史館について，夜は 45cm屈折望遠鏡について行い，講師

は黒河(全般)，石井(太陽)，吉永 (45c血，歴史館)が務めました。受講

者は9名 (2名は太陽観測のみ)でした。

(4) 3月17日(土):第2目指導員養成講座開催。

内容は第 1固と同様で，講師は黒河(全般)，石井(太陽)，鴨部(太陽

撮像)，磯田 (45cm，歴史館)，岩崎 (45岨)，受講者は 4名 (1名は太陽

観測のみ)でした。土記2回の講座は試行的に行ったものでしたが， 2固と

も好評で， r今後も受講したい」という感想が多く聞かれました。また一方
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では，各望遠鏡についての操作マニュアルや全般にわたる研修のカリキュ

ラムが必要ではないかという意見が出ました。問題は講師側に時間的な余

裕がないという現実です。このため，多くの会員の皆さんに，一般向けの

天体観望会や子ども自然体験教室などにボランティアとして積極的に参加

していただいて，その場で実践的な研修を積んで，解説員・指導員として

の腕を磨いていただくように期待しています。

(5) 3月16日(金):第1回役員会開催。

出席者:黒河，柴田，長谷川，作花，岡村，有本，西村，安達，蒔田，

林，永田，下農，芦高，安江

(イ)賛助会員獲得活動の進め方について. (ロ)正会員と準会員の区別に

ついて. (ハ)役員の役割分担について相談しました。特に. r花山天文宇
宙センター(仮称)Jを実現する為の約 10億円の寄付と.NPO活動を展開

して行くために当面必要な運営資金(年間約 300万円)獲得の戦略につい

て相談しました。

(6) 5月17日(木):第2回役員会開催。

出席者:柴田，西川，西村，豊原，安達，仲谷，黒河，林，岡村

「花山宇宙館建設計画」について，設立趣旨(目的).特長，全体の構成，

経費見積もり，発起人，宣伝ノfンフレットの構成とデザインについて，具

体的な相談をしました。名称は「花山宇宙科学館」とし r4次元宇宙体験
プラネタリウム」と「宇宙観測学習館」二本柱とする案を作ることになり

ました。

(7) 5月19日(土):第1回花山天体観望会「土星と金星」開催固

283名の応募者から抽選で 100名が選ばれましたが，当日雲が多かった

こともあって，実際の参加者は85名でした。最初は晴れていたので，上弦

の月のように欠けた金星を見てもらうことができましたが，途中から雲が

多くなり結局土星は見れませんでした。小望遠鏡では月を楽しんでもらえ

ました。当日のボランティアは次の20名でした。安達，磯田，黒河，柴田，

岡，石井，坂部，林，高安，仲谷，人見，兵庫医大学生4名，岡本，岡和

田，堀川，峰山，加藤。

(8) 6月20日 法務局に法人登記完了。

京都府に申請していた法人認可が 4ヶ月掛ってやっと 6月初旬に下りま

した。法務局に法人登記の手続きを行い6月初日に完了しました。これに

7 



より「特定非営利活動法人花山星空ネットワーク」が正式に発足しました。

(9) 7月上旬パンフレツト印刷。

法人発足を記念してパンフレットを改訂して，新たに2000部を印刷しま

した。

(10) 7月14日 会報相談会開催

(出席者:作花，桜井，永田，黒河，下農，磯回，前田，岡村)。会報の出

版方針や内容について相談しました。 A5判で 32ベージ，季刊を目指すこ

と，印刷代を広告料(白黒 1万円，カラー1万 5千円)と会報販売 (1冊

300円)で賄って，独立採算制を基本とすることなどを決めました。
(11) 7月28日目第2回会報相談会

(出席者黒河，作花，柴田，安達，堀川，渡溢)。会報の名称を決定する

ために集まりました。電子メール上で会員から寄せられた「そらねっとJ，

「きょうぼしJ，rきょうてんJ. rらくぽしJ. rあすとろんJ，rほしぞらネ
ットJ. rほしぞら通信J，rほしぞら便りJ. rはなてん」の中から，他に類
似のものがないかなど，色々な観点から検討した結果，最後に「らくぽし」

と「あすとろん」が残り，結局4対2の多数決で「あすとろん」に決まり

ました。

(12) 7月28日 第2回花山天体観望会『木星と月』開催。
203名の応募者から抽選で 100名が選ばれましたが，雲が多かったこと
もあり，実際の参加者は 87名でした。後半は晴聞が多くなり，たいていの

人は月などを見ることができました。当日のボランティアは次の 19名でし

た。堀川，岡和田，人見，人見(遥)，林，石井，柴田，加藤，安達(悠)，

永演，富岡，岩崎，坂部，黒河，柘植，渡遁，和泉，大野，作花。

(13) 8月4日-6日 第1回こども飛騨天文台自然体験教室開催。
都会の子供達に，山のきれいな自然環境を体験させて，それらを守るこ

との大切さと自然科学の面白さを実感してもらいたい。この思いで企画し

たものですが，独立行政法人青少年教委振興機構の「子どもゆめ基金」の

助成金を受けて実施することができました。募集時期が遅れたことなど募

集方法の問題もあって，小学3年男子3名，小学5年女子2名，中学1年

女子29名の合計7名(募集定員20名)の参加となりましたが，京都から

随行した指導者は安達，磯田，柘植，黒河の4名で，飛騨では木村，石井

他の天文台関係者と森林・高山植物の指導者3名が加わり，約 10名の指導
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者という賛沢な教室となりました。これについては磯田さんの詳しいレポ

ートが既に「創刊号」に掲載されています。

(14) 8月7日:第1回理科教員指導力向上研修会

「天体望遠鏡を活用した理科・自然科学学習の再発見」開催。小・中・高

校の片隅に眠っている小望遠鏡を活用して，自然現象の観察と学習の楽し

さを再発見してもらうためにこの研修が企画されました。望遠鏡に初めて

触れる先生方にも解るようにきめ細かく指導して，太陽黒点の観測方法な

どを実習していただきました。独立行政法人日本科学技術振興機構の「理

数系教員指導力向上研修事業」の助成金を受けて行われたもので， 6名の先

生が参加されました。なお，この速報は「創刊号」に掲載され，この号に

も鈴木さんの記事が載っています。

(15) 8月8日 こども夏休み天体観測教室開催。

天体望遠鏡を自分で使って，太陽黒点や木星の観測を体験させることに

よって理科と自然科学への興味を育むことを目的にして企画しました。

子どもだけではなく大人も一緒に参加できるようにしましたが， 21名(子

ども 14名大人7名)の参加がありました。これについては前田さんが楽し

いレポートを「創刊号」に掲載してくれています。

(16) 8月22日 第2回理教教員指導力向上研修会
「天体望遠鏡を活用した理科・自然科学学習の再発見」開催。 8月7日と

同一内容で実施しました。 4名の参加者がありました。

(17) 8月28日 会報『あすとろん」創刊号発行。
作花編集長をはじめ，表紙のデザインをしていただいた前回さんや，広

告を集めていただいた岡村さんと橘堂さん，あおぞら印刷の田村さん他，

いろいろな方々のご協力によって，創刊号が誕生しました。これから皆さ

んの手で広く親しまれる会報に育てていただきたいと思います。

(18) 8月28日 第3回花山天体観望会『皆既月食』

136名の応募者があり，今回は抽選をしませんでしたが，曇天のため実際

の参加者は 111名でした。あきらめていましたが，午後B時ごろより雲の

切れ目から赤銅色に染まった皆既の月が顔を見せ始めると大きな歓声が上

がりました。ボランティアは次の 12名でした。 柘植，立岡，人見，石井，

岩崎，柴田，坂部，堀川，黒河，滝津，西村(昌)，中村(誠)。

(19) 9月29日 第4回花山天体観望会『名月と名曲」
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月見の音楽会というテーマに初めて挑戦しました。渡遺さんの紹介で，

京都大学の学生サークル「叡風会」の6名(琴2，尺八2，三味線2)の

方々にお願いしました。参加申込者は86名でしたが，天候にに恵まれず

当日の参加者は65名でした。最初の演奏は予定通り屋上で行いましたが，

8時ころから小雨がぱらつき始めたので，後の三回の演奏会は図書室に切り

替えました。このような悪天候にもかかわらず，アンケートに「とても良

い企画です。音楽とのコラボレーッションもよかった (60代)J r曇り
空でとても残念でしたが，お話や音楽会は良かったです (40代)J r月の
おはなしゃ音楽はサイコウによかったです(30代)Jなどのコメントがあり，

ほっとしました。演奏者の一人に書いていただいた感想がこの号に載って

います。ボランティアは次の 15名でした。柴田，作花，豊原，安達，林(敏)， 

坂部，高安，柘植，石井，久保田(香)，堀川，峰山，佐々木(順)，渋谷，

黒河。

(20) 10月20日 花山天文台一般公開

一般公開は天文台のすべての施設・設備・研究を 1日かけて紹介する天

文台の大きな行事ですので， NPOも受け付けや天体観望などのお手伝いを

しました。好天に恵まれて盛会でした。

(21) 11月10日(土): 第5回花山天体観望会「星雲と星回』

この時期で一番見やすいものとして「ベガスス座のM15Jという球状星

団を45cm屈折望遠鏡で見ていただく予定でしたが，天候に恵まれませんで

した。それでも，講演や望遠鏡の説明， 10 月 23~25 日にかけて大増光し

たホームズ琴星の速報などを 105名(応募者数 141名)の参加者が楽しん

でくれました。ボランティアは次の 12名でした。石井，岡和田，黒河，坂

部，高安，林，堀川，柘植，作花，渋谷，中村(寿)，太田。

(22) 11月17日(土): 第3回理教教員指導力向上研修会

当初の計画では第 1回，第2回の参加者に再度来ていただいて， r研修の
成果を学校現場で今後どのように生かすか」について自由討論をする予定

だったのですが，ほとんどの方が「都合が悪くなった」ということで， 3人

の出席者のみに留まりました。学校の先生方が夏休み以外でこのような自

由参加の時間を捻出することの難しさを感じました。しかし， 3回の研修会

の中で，来られた方々はどなたも小望遠鏡による太陽黒点のスケッチ観測

に興味を持っていただきましたので， 20年度も続けたいと思っています。
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(23) 12月23(日)第3回拡大役員会議開催。

(出席者:西川，柘植，黒河，西村，柴田，長谷川，蒔田，岡村)

19年度の活動報告と 20年度の活動計画について話し合いました。会員総

会と同じ日に第 1回講演会を開催することを決めました。

(24) 2008年1月15日: 第4囲拡大役員会開催。

(出席者:和泉，黒河，柴田，作花，松田，豊原，西村(昌)，下農)・

(イ)第1回講演会について， (ロ)19年度総会の開催について(ハ)

20年度活動計画案の策定について(ニ)rあすとろん」第2号の発行につい
て相談しました。

以上がこの 1年間のあゆみのあらすじです。一昨年4月のNPO立ち上げ

当初から，事務局は人見さんと三人でしたが，昨年 7月から新たに柘植さ

んに来ていただきました。夏から秋に掛けて，お二人には，安い給料の遅

配にもかかわらず，昼食を取る暇もないくらい頑張っていただきましたの

で，なんとかここまで来れたと思います。ただ，人見さんは昨年の 11月

ころより少し体調を崩されたということで，今年の 1月から来られなく

なり大変申し訳なく思っています。

現在の会員数は正会員 142名(うち学生会員 29名)，準会員 21名，賛助

会員 15件(会社5件，個人 10件)となっています。スタート時の正会員

65人(一般52入学生 13人)と較べると，だいぶ増えましたが，会費や寄

付金以外に収入源のないNPOとしては，正常な運営からまだまだ程遠い状

態であることには変わりはありません。これからも新しい正会員，賛助会

員の獲得に皆さんの一層のご協力をお願いします。
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